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① 粘り強さ 例：課題に対して、あきらめずに取り組むこと

       例：自分の考えをさらに深めるために、友達に聞いたり、共に考えたりすること

② 国語を学ぶ意義 例：学習したことを実際の生活に生かそうとしていること

③ 自らの学習の調整 例：課題解決の過程を振り返って評価・改善をしようとしていること

① 学校で勉強した部分は、復習としてそのつどワークを自分で進めましょう。

② 漢字の学習は、予習としてどんどん自分で進めましょう。

③ 普段から、読書の時間を大切にしましょう。

日本の言語文化を大切にし、

他者の意見を尊重しながらも

自分の思いや考えを伝えよう

としている。

国語 1年生 シラバス

趣

旨

知識・技能

知識：日本の言葉の特徴

や使い方（漢字・文法・

慣用句・故事成語・こと

わざなど）について理解

することができる。

技能：話や文章に書かれ

ている情報を正確に理解

することができる。

思考力・判断力・表現力
Ａ「話すこと・聞くこと」において、

スピーチなどの活動で、今までの学習を生かして自

分の考えを他者に分かりやすく発信することができ

る。また、他者の考えを大切にして、相手が何を伝

えたいのかを聞き取ることができる。

Ｂ「書くこと」において、

作文や記述などの活動で、習った漢字や正しい文法

を使って、他者に伝わりやすい文章を書くことがで

きる。

Ｃ「読むこと」において、

文学的文章では、さまざまな作品を読み、それぞれ

の人物の心情（気持ち）や作品の主題（テーマ）を

とらえ、自分の経験と照らし合わせたり、他者の意

見を聞くことで自分の読みや考えを深めることがで

きる。説明的文章では、文章の構成や筆者の主張を

読み取り、筆者の物事の見方を参考にしながら新た

な見方・考え方を持ち、自分の考えの幅を広げるこ

とができる。

主体的に学習に取り組む態度

社会生活における人との関わりの中で、国語を正しく使って伝え合う力を高め、考えたり想像したり

する力をつける。

・生活の中にある言葉や文章を理解できるようになる。

・相手の心情（気持ち）を分かろうとする心を持てるようになる。


